
やれば	
  
できるんだね！	
  
 

浜岡原発なしで      夏は乗り切れる! 
 
(発電端) 

                        ＜今夏の中部電⼒力力の供給⼒力力＞ 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

火力発電所の定期検査は４年に１度だよ 

 
＜⽕火⼒力力発電所の定期検査の変更＞（変更する設備容量の合計 202.4 万 kW のうち、中電がこれらによって供給力に上乗せしたのは 163.5 万 kW 分のみ。） 
      ★5 月 9 日: 武豊火力 3 号（37.5 万 kW）の長期計画停止を繰り延べ。（→この冬まで稼働していたものをまた動かすだけ） 
      ★長期計画停止中の武豊火力 2 号を７月下旬に再稼働（37.5 万 kW）（→2009 年 10 月までは運転していた発電所） 
      ★新名古屋火力 7-4 号（24.3 万 kW）定検変更・工期短縮 7/7~7/24（18 日間）→ 7/2~7/15（14 日間）（→５日早めて４日短縮しただけ） 
      ★川越火力２号（70 万 kW）3.11 以降定検終了日を 7/8 から 7/22 に延ばしていたのを 7/8 までに再度工程短縮。（→元のスケジュールに戻しただけ） 
      ★四日市火力３号(22 万 kW)の定検時期を 6/4~9/13 までのところ 9/17~12/12 に約３ヶ月繰り延べ（→夏に検査しなくてもいいのでは？） 
      ★定検中の川越火力 4-4 号（24.3 万 kW）及び新名古屋火力 7-2 号（24.3 万 kW）の検査を中断、7 月下旬から 9 月上旬稼働（→９中旬以降に再び定検） 

     ♥♡♥♡♥ 来年の夏は、上越⽕火⼒力力発電所１号系列(119万kW)の⼀一部が7⽉月までに営業運転を始めるから、もっと安⼼心だね。♥♡♥♡♥	
  

余裕で！ 

中部電力が 6 月 28 日と 7 月 7 日発表した電力需給計画↓より作成 
http://www.chuden.co.jp/corporate/publicity/pub_release/press/3159849_6926.html 
http://www.chuden.co.jp/corporate/publicity/pub_release/rer_other/3160472_5970.html 



【中日新聞 2011/7/8 経済面】                                      原発はホントに安いの？ 
  
 中部電力が公表している電源別発電単価は、 

   ＜電源種類別営業費⽤用（損益計算書）	
  ÷	
  電源別発電電⼒力力量＞	
  で計算します。 
 

ここ８年の平均単価は、原子力 8.37 円，火力発電 8.81 円、水力（一般及び揚水）5.56 円 

でした。（第 80 期~第 87 期の中電株主総会答弁より計算） 

 火力発電の設備利用率はぜいぜい 50％程度でこの単価。水力発電は、揚水発電所（設備 

利用率４％前後。建設コストも高い）を含めてもダントツに発電単価は安いのです。 
 
     （円/kWh） 

 
                     火力↓ 
 
 
                          原子力→ 
 
 
 
 
 
       水力↑ 
 
 
 
 
 
 
 

 一方、自前の発電所（ほとんど火力発電）の電気や、自家発電の余剰電力を買いとって 
小売りをする PPS（特定規模電気事業者）は、高い送電線の使用料を払いながら、実際に 

原発を持つ電力会社よりもさらに安い料金で電気を供給しています。 
 中電の電気は、原発があるから高いんじゃないの？そんなギモンがわいてきませんか？ 

  
                ●発行●2011 年 7 月 15 日●核のごみキャンペーン・中部● 

         （連絡先：tel&fax 050-3579-0016 meil：anraku-t@nifty.com ） 


